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  （百万円未満切捨て）

１．平成26年３月期の連結業績（平成25年４月１日～平成26年３月31日） 
（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

 
  営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年３月期 5,600 1.6 99 △28.7 73 △32.1 57 △35.5 

25年３月期 5,512 △1.5 139 △35.7 108 △41.4 89 △51.2 
 
（注）包括利益 26年３月期 267 百万円 （84.8％）   25年３月期 145 百万円 （△85.8％） 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 
26年３月期 3.87 － 0.6 0.3 1.8 

25年３月期 6.01 － 1.0 0.5 2.5 
 
（参考）持分法投資損益 26年３月期 － 百万円   25年３月期 － 百万円 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
26年３月期 23,680 9,571 40.4 642.89 

25年３月期 23,493 9,380 39.9 630.11 
 
（参考）自己資本 26年３月期 9,560 百万円   25年３月期 9,369 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
  百万円 百万円 百万円 百万円 

26年３月期 379 △577 9 683 
25年３月期 323 △146 △3 872 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
25年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 0 － － 

26年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 0 － － 

27年３月期（予想） － 0.00 － 0.00 0.00   －   
 
 
３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 
  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 2,850 △0.2 90 △44.8 70 △52.1 60 △54.5 4.03 

通期 5,800 3.6 120 21.2 100 37.0 80 40.4 5.38 

 
 



※  注記事項 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社 （社名）、除外  －社  （社名） 
 

 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有 
②  ①以外の会計方針の変更              ：無 
③  会計上の見積りの変更                ：無 
④  修正再表示                          ：無 
(注)詳細は、添付資料13頁「4.連結財務諸表(5)連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧くだ
さい。 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年３月期 15,000,000 株 25年３月期 15,000,000 株 

②  期末自己株式数 26年３月期 128,953 株 25年３月期 130,508 株 

③  期中平均株式数 26年３月期 14,870,227 株 25年３月期 14,870,642 株 

 
 
 
 
※  監査手続の実施状況に関する表示 

この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく連結財務諸表の監査手続は終了しておりません。 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注
意事項等については、添付資料2頁「1.経営成績・財政状態に関する分析(1)経営成績に関する分析」をご覧くださ
い。 
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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1)経営成績に関する分析

 ① 当期の経営成績

 当社グループを取り巻く環境は、沿線人口や就学人口の減少、電力料金の値上げ等により依然厳しい状況が続

きました。当期におきましては、各事業にわたり積極的な営業活動を行い業績の向上に努めてまいりましたが、

2月の記録的な豪雪により列車運休や観光事業施設の休業を余儀なくされた他、バス事業や索道事業などの業績

にも影響を及ぼしました。

 その結果、当連結会計年度の営業収益は5,600,186千円（前年同期比1.6％増）、営業利益は99,511千円（同

28.7％減）、経常利益は73,459千円（同32.1％減）、当期純利益は57,590千円（同35.5％減）となりました。

 なお、セグメント別の業績は次のとおりです。 

 

鉄道事業 

 鉄道事業におきましては、「輸送の安全確保が最大の使命である」という認識のもと、設備面では、引き続き

車両の更新やコンクリート枕木化工事、第4種踏切道安全対策工事など設備面での改良に取り組みました。

 営業面では、鉄道各社との合同によるハイキングの開催、「ＳＬわくわくチケット」「ながとろ満喫きっぷ」

といった区間や地域を限定した独自の企画乗車券の発売、また「ＨＯＮＤＡ」寄居工場の操業開始記念乗車券の

発売などを行いました。その他、鉄道ファン向けの1000系引退記念イベント、ＳＬライトアップ撮影会ツアーの

開催、駅でのおもてなしとして納涼駅まつりやハロウィンミニイベントなど家族連れで楽しんでいただける企画

まで幅広く実施したほか、新たな試みとしてＳＬ列車はクリスマスと正月の特別運転を実施いたしました。

 これらの積極的な旅客誘致によりＳＬ関連を中心として定期外旅客が増加し、前年に比べ旅客人員及び旅客収

入は増加いたしました。

 貨物収入は、安定したセメント需要が継続し、前年に比べ輸送量が増加したことに伴い収入は増加いたしまし

た。

 一方、営業費用は、人件費の増加に加え電力料金の値上げの影響もあり増加いたしました。

 以上の結果、鉄道事業の営業収益は3,504,538千円（前年同期比4.5％増）、営業損失は、123,975千円となり

ました。 

 

不動産事業 

 不動産事業におきましては、消費税率引上げ前の需要もあり請負工事及び仲介の成約件数は前年に比べ増加い

たしました。また、賃貸では優遇キャンペーンを実施し入居率の向上を図りましたが、寄居駅前商業施設の契約

期間満了により減収となりました。その結果、営業収益は437,444千円（前年同期比15.1％減）、営業利益は

219,545千円（同23.6％減）となりました。 

 

観光事業 

 観光事業におきましては、長瀞ラインくだりをはじめ各施設でシーズンに合わせた様々な企画を実施した他、

県内外での広告宣伝活動や観光業者への積極的な営業を実施いたしました。その結果、営業収益は301,963千円

（前年同期比6.6％増）、営業損失は10,175千円となりました。 

 

バス事業 

 バス事業におきましては、営業収益は417,400千円（前年同期比7.5％減）、営業損失は11,817千円となりまし

た。 

 

その他 

 建設業における公共工事の受注が堅調に推移いたしましたが、索道事業において、臘梅シーズンの最盛期に降

雪の影響を受けました。その結果、営業収益は1,409,409千円（前年同期比4.2％増）、営業利益は3,237千円（同

81.1％減）となりました。 
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  ②  次期の見通し

 当社グループにおきましては、輸送の安全確保が最大の使命であり、従事する全ての者が安全意識を保持し業務

にあたらねばなりません。

 そのために鉄道事業におきましては、継電連動装置の更新、重軌条交換、コンクリート枕木化など安全度の向上

施策を実施する他、異常時訓練や安全指導による意識の高揚と技能の向上に取り組んでまいります。

 その他事業におきましても、同様に施設の安全性の維持向上と共に、携わる者への安全指導を徹底してまいりま

す。

また、沿線自治体や同業他社・観光施設などと連携して、沿線の観光開発と旅客誘致を図ってまいります。

さらに、経費の削減をはじめ、業務運営全般にわたる最大限の経営効率化をグループ一丸となって進めてまいり

ます。

当社グループの平成27年3月期における通期業績見通しは次のとおりです。

営業収益    5,800百万円

営業利益      120百万円

経常利益       100百万円

当期純利益      80百万円

 

(2) 財政状態に関する分析

  ①  資産、負債及び純資産の状況

 総資産は前連結会計年度末に比べ186百万円増加し23,680百万円となりました。その内、流動資産は前連結会計

年度末に比べ300百万円減少し1,752百万円、固定資産は前連結会計年度末に比べ487百万円増加し21,927百万円と

なりました。固定資産増加の主な要因は、投資有価証券の時価評価によるものです。

 負債は前連結会計年度末に比べ4百万円減少し14,108百万円となりました。その内、流動負債は前連結会計年度

末に比べ257百万円減少し4,044百万円、固定負債は前連結会計年度末に比べ253百万円増加し10,064百万円となり

ました。固定負債増加の主な要因は長期借入金、退職給付に係る負債、長期預り金の増加などによるものです。

 少数株主持分を含めた純資産は前連結会計年度末に比べ191百万円増加し9,571百万円となりました。主な要因

は、当期利益によるものです。

 ②  キャッシュ・フローの状況

 現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の期末残高は、前連結会計年度末に比べ189百万円減少し683百万

円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果、得られた資金は379百万円となりました。これは主に、減価償却費365百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果、減少した資金は577百万円となりました。これは主に、固定資産の取得による支出930百万円、

工事負担金等受入による収入346百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果、増加した資金は9百万円となりました。これは主に、長期借入れによる収入1,410百万円と長期

借入金の返済による支出1,472百万円、短期借入金の増加による72百万円によるものです。

 

(3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

利益配分につきましては、安全対策及びサービス向上などに要する継続的な設備投資や将来の事業展開へ備える

ための内部留保を勘案しつつ、株主の皆様に対して安定的に利益を還元することを基本方針とします。

 しかしながら、利益剰余金はマイナスの状態にあり、当期、次期とも無配を予定しています。
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２．企業集団の状況

  当社の企業集団は、当社及び子会社８社で編成され、その営んでいる主要な事業内容は次のとおりであります。

   ① 鉄道事業（１社）

 事 業 内 容 会      社      名

鉄 道 事 業  当社

  ② 不動産事業（１社）

事 業 内 容 会      社      名

賃 貸 ・ 分 譲 ・ 請 負 事 業  当社

  ③ 観光事業（1社）

事 業 内 容 会      社      名

遊 船 ・ 動 物 園 業  当社

飲 食 ・ 土 産 品 販 売 業  当社

  ④ バス事業（１社）

事 業 内 容 会      社      名

バ ス 事 業  秩父鉄道観光バス㈱※1（Ａ）

  ⑤ その他（７社）

事 業 内 容 会      社      名

索 道 事 業  宝登興業㈱※1（Ａ）

タ ク シ ー 事 業  秩鉄タクシー㈱※1（Ａ）

卸 売 ・ 小 売 業  ㈱秩鉄商事※1（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）

建 設 ・ 電 気 工 事 業  ㈱秩父建設※1（Ａ）（Ｃ）

旅 行 業  秩父観光興業㈱※1（Ａ）

そ の 他 業  ㈱長瀞不動寺奉賛会※2、秩父観光㈱※2

    注）１．※1は連結子会社、※2は非連結子会社。

    注）２．上記部門の会社数には当社及びその他連結子会社が重複している。

    注）３．当社は（Ａ）の会社に対して施設等の賃貸を行っている。

    注）４．当社は（Ｂ）の会社より資材等の購入を行っている。

    注）５．当社は（Ｃ）の会社に対して業務を委託している。

 

  当社グループの事業系統図は次のとおりであります。
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３．経営方針

(1) 会社の経営の基本方針

 当社グループは、鉄道事業、不動産事業、観光事業、バス事業、その他事業を営む当社と子会社８社で構成さ

れており、経営理念として

①お客様に対し、安全でゆとりとやすらぎのある快適なサービスを提供する。

②沿線地域社会の発展と環境保全に貢献する。

③これらを実現するため経営資源の充実と経営基盤の強化に全力を傾注する。

以上を掲げ、人々の豊かな生活と未来を築くことをを目指します。

 

(2) 目標とする経営指標

 株主の皆様からお預かりしております株主資本は、有効に活用させていただいておりますが、目標とする経営

指標等につきましては、現在全社一丸となって収益構造の改善と累積損失の解消に取り組んでいるところであ

り、安定的に収益が確保できる態勢が確立できた段階で設定したいと存じます。

 

(3) 中長期的な会社の経営戦略

 経営基盤の強化に加えて新たな成長戦略の構築とその実現に向けた施策を着実に実行するため、以下のとおり

取り組んでおります。

①安全対策として、安全性向上に向けたレールの重軌条化、コンクリート枕木化、踏切保安設備の整備、その他

老朽化した施設・設備の更新などを継続的に実施しております。

 また、従事する全ての者が安全意識を保持し業務を遂行するため、異常時訓練や安全指導による意識の高揚と

技術の向上に取り組んでおります。

②増収対策として、各種イベントの開催、ラッピング電車の運行やサイクルトレインの利用拡充、沿線観光資源

の開発・活性化などを継続的に実施しております。また、沿線地域の活性化対策として、沿線の市と新駅設置

に向け協議を開始しております。

③サービス向上策として、車両を更新し新型車両を導入いたしました。また、駅舎につきましても快適にご利用

いただけるよう修繕・改修等を施工してまいります。

 また、グループ各社においても、それぞれの知恵や工夫、相互連携により営業収益の増大を図り、全部門・全

グループが持続的な成長を実現し、株主の皆様をはじめ、お客様、沿線地域社会の信頼に応えられる企業グルー

プを目指します。

 

(4) 会社の対処すべき課題

 公共交通事業を柱とする当社グループは、安全・安心を実現できる事業者であり続けることが最大の使命であ

り、輸送の安全、無事故無災害の達成を最優先課題に掲げております。

 これを達成するために、施設の継続的な整備に加え、全従業員が安全性向上のために何をなすべきかを考え、

個々の責任を常に強く認識して業務に従事するよう教育に努めてまいります。

 また、企業として持続的な成長を進めるため、グループレベルで経営資源を最大限に活用し、各事業部門及び

グループ各社の黒字化、安定的な営業利益を確保できる構造の確立を目指してまいります。

 今年度は、中期経営計画（2012年度～2014年度）の最終年度として、次の課題に取り組んでまいります。

①鉄道事業の収益改善

②秩父長瀞地区の観光地としての地位向上、収益拡大

③人材育成と意識改革

④効率的なグループ経営

⑤繰越損失の早期解消

 その他、ＣＳＲ（企業の社会的責任）を重視し、地域公共交通事業者として、沿線地域の活性化に貢献するこ

とが社会的責務であることを十分認識し、沿線自治体との連携を強化して、魅力ある地域づくりへの積極的な取

り組みを推進してまいります。
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 875,923 686,758 

受取手形及び売掛金 351,168 376,582 

分譲土地建物 311,146 237,223 

商品及び製品 32,253 32,137 

原材料及び貯蔵品 87,133 86,907 

その他 400,404 335,875 

貸倒引当金 △5,253 △3,279 

流動資産合計 2,052,776 1,752,204 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 13,385,797 13,514,491 

減価償却累計額 △8,867,863 △9,049,849 

建物及び構築物（純額） 4,517,934 4,464,642 

機械装置及び運搬具 5,078,559 4,958,382 

減価償却累計額 △4,439,364 △4,249,716 

機械装置及び運搬具（純額） 639,195 708,666 

土地 15,595,262 15,640,954 

その他 639,425 653,001 

減価償却累計額 △580,456 △585,929 

その他（純額） 58,969 67,072 

有形固定資産合計 20,811,361 20,881,335 

無形固定資産 33,682 124,233 

投資その他の資産    

投資有価証券 555,064 880,811 

繰延税金資産 1,728 2,553 

その他 55,938 58,005 

貸倒引当金 △16,978 △19,012 

投資その他の資産合計 595,754 922,358 

固定資産合計 21,440,798 21,927,927 

資産合計 23,493,575 23,680,132 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 291,276 280,811 

短期借入金 1,161,498 1,233,498 

1年内返済予定の長期借入金 1,348,195 1,283,064 

未払法人税等 20,597 17,030 

未払消費税等 32,931 32,814 

繰延税金負債 180 175 

賞与引当金 194,398 196,504 

その他 1,253,091 1,000,498 

流動負債合計 4,302,169 4,044,397 

固定負債    

長期借入金 2,763,387 2,765,626 

繰延税金負債 158,919 274,306 

再評価に係る繰延税金負債 5,318,213 5,315,762 

退職給付引当金 1,450,246 － 

退職給付に係る負債 － 1,546,219 

特別修繕引当金 20,800 41,600 

長期預り金 99,259 120,624 

固定負債合計 9,810,826 10,064,139 

負債合計 14,112,996 14,108,536 

純資産の部    

株主資本    

資本金 750,000 750,000 

資本剰余金 21,991 21,936 

利益剰余金 △969,935 △907,866 

自己株式 △28,265 △27,911 

株主資本合計 △226,209 △163,841 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 296,332 506,626 

土地再評価差額金 9,299,294 9,294,814 

退職給付に係る調整累計額 － △77,197 

その他の包括利益累計額合計 9,595,626 9,724,244 

少数株主持分 11,160 11,192 

純資産合計 9,380,578 9,571,595 

負債純資産合計 23,493,575 23,680,132 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

営業収益 5,512,924 5,600,186 

営業費    

運輸業等営業費及び売上原価 4,062,405 4,130,742 

販売費及び一般管理費 1,311,011 1,369,932 

営業費合計 5,373,417 5,500,675 

営業利益 139,506 99,511 

営業外収益    

受取利息 190 201 

受取配当金 9,163 9,209 

物品売却益 1,369 1,510 

土地物件貸付料 15,559 12,694 

助成金収入 3,708 850 

その他 24,814 29,275 

営業外収益合計 54,805 53,740 

営業外費用    

支払利息 80,583 73,381 

その他 5,600 6,411 

営業外費用合計 86,183 79,792 

経常利益 108,128 73,459 

特別利益    

固定資産売却益 1,332 413 

工事負担金等受入額 － 34,040 

補助金受入額 251,812 244,406 

投資有価証券売却益 11 － 

保険差益 65,621 － 

特別利益合計 318,777 278,861 

特別損失    

固定資産圧縮損 317,322 278,447 

固定資産売却損 2 1,624 

固定資産除却及び撤去費 94 1,267 

投資有価証券売却損 2 － 

投資有価証券評価損 3,800 － 

特別損失合計 321,222 281,338 

税金等調整前当期純利益 105,683 70,981 

法人税、住民税及び事業税 16,729 16,706 

法人税等調整額 △345 △3,280 

法人税等合計 16,383 13,426 

少数株主損益調整前当期純利益 89,299 57,555 

少数株主損失（△） △28 △34 

当期純利益 89,328 57,590 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 89,299 57,555 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 55,702 210,360 

その他の包括利益合計 55,702 210,360 

包括利益 145,002 267,916 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 145,015 267,884 

少数株主に係る包括利益 △12 31 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 750,000 21,998 △1,059,264 △27,905 △315,171 

当期変動額           

当期純利益     89,328   89,328 

自己株式の取得       △393 △393 

自己株式の処分   △6   33 26 

土地再評価差額金の取崩         － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）         － 

当期変動額合計 － △6 89,328 △360 88,961 

当期末残高 750,000 21,991 △969,935 △28,265 △226,209 

 

             

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券
評価差額金 土地再評価差額金 

退職給付に係る調
整累計額 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 240,646 9,299,294 － 9,539,940 11,173 9,235,942 

当期変動額             

当期純利益           89,328 

自己株式の取得           △393 

自己株式の処分           26 

土地再評価差額金の取崩           － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

55,686     55,686 △12 55,673 

当期変動額合計 55,686 － － 55,686 △12 144,635 

当期末残高 296,332 9,299,294 － 9,595,626 11,160 9,380,578 
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当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 750,000 21,991 △969,935 △28,265 △226,209 

当期変動額           

当期純利益     57,590   57,590 

自己株式の取得       △122 △122 

自己株式の処分   △55   476 421 

土地再評価差額金の取崩     4,479   4,479 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）         － 

当期変動額合計 － △55 62,069 353 62,367 

当期末残高 750,000 21,936 △907,866 △27,911 △163,841 

 

             

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券
評価差額金 

土地再評価差額金 退職給付に係る調
整累計額 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 296,332 9,299,294 － 9,595,626 11,160 9,380,578 

当期変動額             

当期純利益           57,590 

自己株式の取得           △122 

自己株式の処分           421 

土地再評価差額金の取崩           4,479 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

210,294 △4,479 △77,197 128,617 31 128,649 

当期変動額合計 210,294 △4,479 △77,197 128,617 31 191,017 

当期末残高 506,626 9,294,814 △77,197 9,724,244 11,192 9,571,595 

 

- 11 -

秩父鉄道株式会社（9012）　平成26年３月期　決算短信



（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 105,683 70,981 

減価償却費 369,442 365,055 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △26,120 － 

退職給付に係る負債の増減額(△は減少） － 18,776 

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,388 2,105 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,815 60 

特別修繕引当金の増減額（△は減少） 20,800 20,800 

受取利息及び受取配当金 △9,353 △9,410 

支払利息 80,583 73,381 

工事負担金等受入額 △251,812 △278,447 

保険差益 △65,621 － 

投資有価証券売却損益（△は益） △8 － 

固定資産圧縮損 317,322 278,447 

固定資産除売却損益（△は益） 7,970 9,533 

投資有価証券評価損益（△は益） 3,800 － 

売上債権の増減額（△は増加） 34,416 △27,448 

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,579 21,769 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △88,170 △3,227 

仕入債務の増減額（△は減少） △123,765 △10,465 

未払費用の増減額（△は減少） 7,160 △34,536 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △43,428 △55,039 

長期預り金の増減額（△は減少） △41,867 21,364 

その他 1,239 4,285 

小計 295,644 467,987 

利息及び配当金の受取額 9,353 9,410 

利息の支払額 △80,729 △73,746 

保険金の受取額 103,411 － 

法人税等の支払額 △4,643 △24,558 

営業活動によるキャッシュ・フロー 323,036 379,092 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △3,187 △3,188 

定期預金の払戻による収入 3,187 3,187 

固定資産の取得による支出 △430,214 △930,030 

固定資産の売却による収入 1,436 5,758 

工事負担金等受入による収入 274,911 346,638 

その他 7,009 △32 

投資活動によるキャッシュ・フロー △146,857 △577,665 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 815 72,000 

長期借入れによる収入 1,416,000 1,410,000 

長期借入金の返済による支出 △1,419,751 △1,472,891 

自己株式の増減額（△は増加） △366 298 

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,303 9,407 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 172,875 △189,166 

現金及び現金同等物の期首残高 699,860 872,736 

現金及び現金同等物の期末残高 872,736 683,569 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（会計方針の変更）

   （退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35条本文及び退

職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給

付に係る負債として計上する方法に変更し、未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用を退職給付に係る

負債に計上しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連

結会計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減し

ております。

 この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が1,546百万円計上されるとともに、その他の包括

利益累計額が77百万円減少しております。
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（セグメント情報等）

    １．報告セグメントの概要

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当社は、鉄道事業を中心に不動産及び観光事業を営んでおり、その他の事業については各子会社がそれぞ

れその事業活動を展開しております。

 したがって、当社は、各事業を基礎とした事業別のセグメントから構成されており、「鉄道事業」、「不

動産事業」、「観光事業」及び「バス事業」の４つを報告セグメントとしております。

 「鉄道事業」は、旅客及び貨物輸送の営業を行なっております。「不動産事業」は、建物の賃貸、土地及

び建物の販売等を行なっております。「観光事業」は、遊船、飲食業等を行なっております。「バス事業」

は、貸切バス等の営業を行なっております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における基準と同一であります。なお、報告セグメント間の取引は、連結会社間の取引であり、市場価

格等に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

    前連結会計年度（自平成24年４月１日 至平成25年３月31日）

                （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

連結財務諸表 
計上額 

（注）３   鉄道事業 不動産事業 観光事業 バス事業 計 

営業収益                  

外部顧客へ

の売上高 
3,343,482 508,450 282,423 450,716 4,585,072 927,851 5,512,924 － 5,512,924 

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高 

9,399 6,624 828 575 17,428 424,241 441,670 △441,670 － 

計 3,352,881 515,074 283,251 451,292 4,602,500 1,352,093 5,954,594 △441,670 5,512,924 

セグメント利

益又は損失

（△） 

△161,642 287,247 △8,820 △14,512 102,272 17,125 119,397 20,109 139,506 

セグメント資

産 
16,325,644 4,020,040 407,514 510,548 21,263,748 897,853 22,161,601 1,331,973 23,493,575 

その他の項目                  

減価償却費 246,756 65,811 8,502 31,545 352,615 16,827 369,442 － 369,442 

有形固定資

産及び無形

固定資産の

増加額 

652,254 11,797 3,004 27,300 694,355 20,652 715,008 － 715,008 

(注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、索道事業、タク

     シー事業、卸売・小売業、建設・電気工事業及び旅行業等を含んでおります。

   ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額20,109千円は、固定資産未実現損益の償却額929千円

     セグメント間取引消去19,179千円が含まれております。また、セグメント資産の調整額

     1,331,973千円は、全社資産1,807,338千円とセグメント間取引475,365千円が含まれており

     ます。

     ３．セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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    当連結会計年度（自平成25年４月１日 至平成26年３月31日）

                （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

連結財務諸表 
計上額 

（注）３   鉄道事業 不動産事業 観光事業 バス事業 計 

営業収益                  

外部顧客へ

の売上高 
3,493,129 430,805 301,147 417,021 4,642,103 958,082 5,600,186 － 5,600,186 

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高 

11,409 6,639 815 378 19,242 451,326 470,569 △470,569 － 

計 3,504,538 437,444 301,963 417,400 4,661,346 1,409,409 6,070,755 △470,569 5,600,186 

セグメント利

益又は損失

（△） 

△123,975 219,545 △10,175 △11,817 73,576 3,237 76,814 22,696 99,511 

セグメント資

産 
16,365,102 3,969,047 417,057 470,469 21,221,676 1,007,943 22,229,619 1,450,512 23,680,132 

その他の項目                  

減価償却費 244,065 64,368 8,245 29,005 345,685 19,370 365,055 － 365,055 

有形固定資

産及び無形

固定資産の

増加額 

690,543 78,380 21,998 0 790,922 28,526 819,448 － 819,448 

(注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、索道事業、タク

     シー事業、卸売・小売業、建設・電気工事業及び旅行業等を含んでおります。

   ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額22,696千円は、固定資産未実現損益の償却額1,032千円

     セグメント間取引消去21,664千円が含まれております。また、セグメント資産の調整額

     1,450,512千円は、全社資産2,008,141千円とセグメント間取引557,628千円が含まれており

     ます。

     ３．セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

 
 
 

前連結会計年度
（自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成25年４月１日
至  平成26年３月31日）

１株当たり純資産額 630.11円 642.89円

１株当たり当期純利益金額 6.01円 3.87円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
 
 

前連結会計年度
（自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成25年４月１日
至  平成26年３月31日）

当期純利益金額（千円） 89,328 57,590

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益金額（千

円）
89,328 57,590

期中平均株式数（千株） 14,870 14,870

 

（重要な後発事象）

    該当事項はありません。

５．その他

（1）役員の異動

  ①代表取締役の異動

   該当事項はありません。

 

 ②その他の役員の異動

・新任監査役候補

非常勤監査役 小林 隆浩（現 太平洋セメント株式会社 熊谷工場業務部長）

 

・退任予定監査役

非常勤監査役 村上 直樹

 

・新任補欠監査役候補者

補欠監査役 尾上 浩 （現 太平洋セメント株式会社 関連事業部）

      ※尾上 浩氏は、会社法第2条第16号に定める社外監査役の要件を満たしております。

 

 ③就任予定日

    平成26年6月25日
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（2）参考資料

（参考）鉄道事業旅客人員と旅客収入及び貨物トン数と貨物収入

  当 期 前 期 増減率（％） 

 旅 客 人 員 

定   期 千  人 5,433 5,493 △ 1.1

定 期 外 〃 2,756 2,647   4.1

計 〃 8,189 8,140   0.6

 貨 物 ト ン 数   千 ト ン 2,216 2,048   8.2

 旅 客 収 入 

定   期 百 万 円 772  785 △ 1.6

定 期 外 〃 1,146 1,105   3.7

計 〃 1,919 1,891   1.5

 貨 物 収 入   〃 1,316 1,216   8.2
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